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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
現代社会においてロボット産業は日本の将来を支える有望市場のひとつに数えられ











大きさ，回転，照明変化に頑強な画像特徴量である SIFT（Scale Invariant Feature 
Transform）を 1999年に提案して以降，画像認識分野において様々な視覚変化に不変
性を持つ画像特徴量の有用性が証明されている．さらに，SIFTと同等の性能を持ちな





検出器，FAST（Features from Accelerated Segment Test），DoG（Difference of 
Gaussian）の各アルゴリズムを確認し，周辺の近傍画素値との自己相似性を評価する
方法やスケール空間における局所最大値を求める方法を演算コストの面から考察を行
った．特徴量記述子として，SIFT，SURF，BRIEF（Binary Robust Independent 
Elementary Features），BRISK（Binary Robust Invariant Scalable Keypoints），ORB






















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，ステレオ画像の並列処理アーキテクチャ設計を提案しており，ロボットビ
ジョン分野の発展に寄与するところが大きいと考えられる． 
また，本論文に関する公聴会において，審査委員および出席者から，ステレオカメラ
のキャリブレーション手法，リアルタイム性能の評価手法等に関して質問がなされたが，
いずれも著者から的確な回答がなされ質問者の理解が得られた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
